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1. はじめに 

本研究では，ビニロン�����繊維を使用した繊維補強コ

ンクリート�����を対象として高温環境下における圧縮

および曲げ特性について検討した。その際，温度のみでは

なく，供試体中の水分の影響についても検討することと

した。実験では，��℃の水中および炉内に供試体を静置し，

温度，乾湿およびマトリクス強度の違いが各種 ���繊維

を用いた ���の圧縮および曲げ特性に及ぼす影響を確認

した。 

2. 実験概要 

2.1 使用材料および配合 

マトリクス強度の影響を確認するため圧縮強度

��������の高強度配合と，圧縮強度 �������程度の普通

強度配合の � 種類の配合を使用した。セメントは早強ポ

ルトランドセメント，細骨材は �号珪砂，混和剤は高性能

��減水剤，消泡剤を使用した。繊維は高強度配合には試

作品を含む ���繊維を �種類（�����，�����，������，

������，������，��������）と鋼繊維 �種類，普通強度

配合には試作品を含む���繊維を�種類（�����，�����，

������）と鋼繊維 �種類を使用した。表—1に繊維の物性

を示す。 

2.2 供試体作製 

供試体の寸法は ��×��×����� とし，打設翌日に脱

型を行い，初期養生として ��℃の恒温室で水中養生を ��

日間行った。その後，高温環境における乾湿の影響を確

認するため，供試体を ��℃の温水中または ��℃の乾燥

した炉内に ��日間静置した。供試体数は �条件 �本と

した。 

2.3力学特性の評価方法 

材料試験として圧縮試験と曲げ試験を行った。圧縮試

験はセメントモルタルの圧縮強度試験に準じて行った。

曲げ試験は � 点曲げ試験を行い荷重－開口変位曲線を計

測した。 

3. 実験結果 

3.1 圧縮試験結果 

 

 図—1と図—2に高強度配合と普通強度配合の各繊維を用

いた供試体の圧縮試験結果を示す。図—1 を見ると，全て

の繊維において初期養生，水中 ��℃，乾燥 ��℃の順に �

～��％程度ずつ強度が高くなっていることがわかる。高

強度配合において初期養生から水中 ��℃にかけて強度が

増加するのは，水セメント比が低く，未水和セメントの反

応が進むためだと考えられる。また水中 ��℃に対し，乾

燥 ��℃の強度が高くなるのは，通常のコンクリートと同

様に乾燥状態の方が強度が高くなるためと考えられる。

また普通強度の図—2を見ると，初期養生と水中 ��℃の間

に強度の差がなく，乾燥 ��℃は ��～��％程度強度が向上

している。これは水セメント比が高いために未水和セメ

ントの反応があまり進まず，乾燥 ��℃に関しては高強度

配合と同様に乾燥状態の方が強度が高くなるためと考え

られる。つまりどちらの配合においても水中 ��℃と乾燥

��℃のマトリクスの水和反応の進度に大きな差は生じて

いないと考えられる。 

3.2 曲げ試験結果 

各種 ���繊維の高強度配合と普通強度配合の曲げ試験

結果を図-3，高強度配合でのみ使用した ���繊維の曲げ

試験結果を図-4に示す。図-3は左が普通強度，これらの

図中の荷重－開口変位曲線は各供試体の平均値である。

図—3 に示すいずれの繊維もマトリクス強度によらず，初

期養生，水中 ��℃はおおよそ同程度の荷重であるのに対

し，乾燥 ��℃は荷重が増加した。また，マトリクス強度

の影響として，図—3の上下に示す �����と ������では

高強度配合は普通強度配合に比べ，2次ピークが低変位 
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側にシフトするとともに荷重が若干増加した。一方，図—

3 の中央に示す ����� はマトリクス強度による差がほと

んど見られなかった。また図—4 に示す高強度配合でのみ

使用した ���繊維でも，初期養生，水中 ��℃の荷重は同

程度で乾燥 ��℃のみ荷重が増加した。 

以上のことから，高温環境下において本実験の範囲で

はマトリクス強度の違いが曲げ特性に及ぼす影響は小さ

いと考えられる。また乾湿の影響に関しては，どちらも初

期養生に対し低下する傾向はなく，むしろ乾燥 ��℃では 

荷重が増加した。つまり ��℃の高温環境下において劣化

する可能性は低いと考えられる。 

4. まとめ 

 本研究で得られた主な結果は以下の通りである。 

1.  高強度，普通強度において，60℃の水中および乾燥

炉で加熱を行っても圧縮強度は低下しない。 

2.  曲げ性能に関しても劣化せず，むしろ乾燥状態では

強度が向上する。  

図-2 普通強度配合の圧縮強度 図-1 高強度配合の圧縮強度 
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図-3 荷重－開口変位曲線  
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図-4 高強度配合の荷重－開口変位曲線 
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